
横浜市立〇〇小学校　算数科　年間カリキュラム（第３学年）　１７５→１４０
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かけ算 9 → 8 わり算 9 → 8 暗算 3 → 2 大きい数のしくみ 10 → 10 大きい数のわり算,分数とわり算 4 → 4 小数 12 → 12 分数 10 → 10 □を使った式 4 → 4 ぼうグラフと表 10 → 10

時こくと時間のもとめ方 4 → 3 たし算とひき算の筆算 8 → 6 あまりのあるわり算 7 → 6 かけ算の筆算(1) 11 → 10 どんな計算になるのかな？ 1 → 1 重さのたんいとはかり方 9 → 9 かけ算の筆算(2) 10 → 9 そろばん 2 → 2

考える力をのばそう 1 → 1 円と球 8 → 8 倍の計算 3 → 3 考える力をのばそう 1 → 1

長いものの長さのはかり方と表し方 7 → 5 三角形と角 8 → 8 3年のふくしゅう 3 → 0
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【暗算】
・家庭学習と連携し、学習
内容の定着を確認するた
めの時数を削減
【あまりのあるわり算】
・家庭学習と連携し、学習
内容の定着を確認するた
めの時数を削減

単元名

時数減

の方向性

【かけ算】
・家庭学習と連携し、学習
内容の定着を確認するた
めの時数を削減
【時こくと時間のもとめ方】
・家庭学習と連携し、学習
内容の定着を確認するた
めの時数を削減

【わり算】
・家庭学習と連携し、学習
内容の定着を確認するた
めの時数を削減
【たし算とひき算の筆算】
・家庭学習と連携し、計算
技能の習得にかけている分
の時数を削減
【長いものの長さのはかり方
と表し方】

6月 7月 8月

単

元
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報

かけ算 わり算 長いものの長さのはかり方と表し方 大きい数のしくみ 大きい数のわり算,分数とわり算 小数 分数

【かけ算の筆算(1)】
・家庭学習と連携し、学習
内容の定着を確認するた
めの時数を削減

【かけ算の筆算(2)】
・家庭学習と連携し、学習
内容の定着を確認するた
めの時数を削減

□を使った式 三角形と角 ぼうグラフと表

・九九を構成した時の経験を
大切にして学習を進めたい。
構成した際に無自覚的に使っ
ていた、乗法の交換法則や結
合法則、分配法則を価値付け
ていきたい。

・かけ算の反対がわり算と言っ
てしまうだけでなく、場面の異
なるわり算を操作を通して、統
合していくことを大切にしたい。
・わり算は割合につながること
を意識しながら指導したい。

・長さの測り方に終始するので
はなく、適切な単位で表した
り、およその検討をつけて、適
切な計器を選択して測定する
経験がもてるようにすることを
重視したい。

・百や千、万を単位として数を捉えたり、
数の大きさを比べたり、計算の仕方を考
えたりすることは、数の範囲が大きくなっ
ても、同じであることに気付けるようにした
い。
・数が大きくなるとその大きさを実感的に
つかみにくいので、単位を変えながら数の
大きさを捉えたい。

・単位の考えによる計算の仕方
は乗法のときと同じであることに
気付かせたい。
・分数の大小を比較するときに
は、１の大きさを決めることが必
要であることに気付けるようにし
たい。

・端数部分を表すのに分数を用い
る際や、小数や分数の計算の仕方
を考える際に生かされる考えである
ことを意識したい。
・基にする量の何個分と考えると整
数と同じ見方というところに気付ける
ようにしたい。

・単位分数の個数に着目する
と、整数の場合と同じように計算
できることに気付くところを重視し
たい。分数の意味については、
観点によって様々な捉え方がで
きることに気付きたい。

・未知の数量を□を用いて立
式したり、図に表したりして考察
する場面を設定したい。そのこ
とにより数量の関係が見え、加
法と減法や乗法と除法の相互
関係を説明する学習を展開し
たい。

・辺の長さや角の大きさなどの
図形の構成要素に着目するこ
とで、他の図形の見方が変わ
るよう、合同な三角形を敷き
詰める活動も大切にしたい。

・数量の大小や差を読むことに
加えて、最大値や最小値、項目
間の関係、全体の特徴など様々
な読み取り方ができること。目的
によって目盛りのつけ方を変える
ことを一連の問題解決内で行い
たい、

時こくと時間のもとめ方 たし算とひき算の筆算 あまりのあるわり算 かけ算の筆算(1) 円と球

・単位について、覚えるのでは
なく関係を統合的に考察する
場面を設定したい。その経験
を新しい単位に出合ったときも
類推して、量の大きさを考える
ことができることにつなげたい。

かけ算の筆算(2) そろばん

・計算の工夫を通して、問題解
決の際に、よりよいものを求め
続けようとしたり、多面的に考
えようとしたりすることが、５年
の小数を含んだ計算にもつな
がることを意識したい。

・そろばんでの計算の技能を習
得を目指すのではなく、そろば
んの仕組みが、位取り記数法
に沿ったものであることに気付
けるように、２つを対比する場
面を設定したい。

重さのたんいとはかり方

・時刻や時間を求めることは、
日常生活における時間の経過
を捉えて考えることが大切であ
るので、日常生活で必要とな
る場面を多く設定したい。

・計算の仕方を考えたり、計算
に関して成り立つ性質を見い
だす活動を重視したい。
・計算を工夫することや計算を
確かめることを自ら行える態度
の育成を目指したい。

・余りの計算ができることに終始
せずに、あまりの処理について、
日常事象での活用場面を多く設
定し、考えるようにしたい。状況
や場面によって処理の仕方が異
なることに気付かせたい。

・乗法に関して成り立つ性質を用い
て、計算の仕方を考えられることに
価値付けしたい。
・計算の技能習得に重きを置くので
はなく、見積もりができることや九九
を基にして考えることを大切にした
い。

・コンパスを円をかく道具として捉
えるのではなく、３年の図形で大
切にしたい「等長」を意識できる
ようにしたい。
・コマづくりなどの活動を取り入れ
て円の性質に気付けるようにした
い。

2月 3月9月 10月 11月 12月 1月

・いくつ分と一つ分を求める場面は

違うけど、どちらもまとめてとると

ころは同じだから、わり算で求めら

れるんだね。

・九九を使うとわり算の答えを求め

ることができるね。どんな数の時で

もわり算はできるのかな。

・九九をつくりなおしたり、10のかけ

算を計算したりするためには、かけ算

のきまりを使えばいいね。

・たし算のきまりとかけ算のきまりが

似ているところがあったね。もっと大

きい数のかけ算も工夫して計算できそ

うだね。

・ちょうどの時刻をもとにして考え

ると、時刻を求めやすいね。

・長さやかさのときと同じように、

時間も計算することができるんだね。

時間も単位を使い分けると分かりや

すいね。

・位のまとまりで数を見ると、これ

までに学習したたし算やひき算の計

算の仕方と同じ考え方で計算できる

ね。

・位のまとまりごとに考えると、大

きな数のかけ算やわり算も計算でき

るのかな。

・コンパスは等しい長さを測り取る

ことができる道具だから、中心から

等しい距離になるように円をかくこ

とができたね。

・円や球についても、三角形などの

ように説明することができるように

なったね。

・長いものの長さも、㎞を使って基

の大きさのいくつ分で表すのは、こ

れまでの長さやかさの表し方と同じ

だね。

・長さも長さの単位だけではなくて、

歩くと何分かかる等の、時間を使っ

ても表せたから、何かを表す単位は

いろいろあるのかな。

・わり算の仕方を考えるとき、わる

数とあまりの大きさに注目すると計

算が正しいか分かるね。

・計算した答えがそのままでは、問

題の解決にならないことがあったね。

あまりをどう考えるかが大切だと分

かったよ。

・数が大きくなっても、どの位でも、

数が10こ集まると位が１つ上がる仕

組みは同じだったね。

・一、十、百、千の繰り返しになっ

ているのは、もっと大きな数でも同

じなのかもしれないな。

・棒グラフは、多い、少ないをひと

目で分かりやすいね。

・出来事の特徴に注目すると、棒グ

ラフに表すとよいものが何か見つけ

られるようになったよ。

・１めもりの大きさを決めることが

大事だから、何を表したいのか考え

るようになったよ。

・たし算やひき算のときと同じで、

位ごとに計算する考え方を使うと、

大きい数のかけ算も計算することが

できたね。

・かけ算のきまりを生かして、計算

の仕方を工夫すると、かける数が大

きくなっても計算できそうだね。

・位ごとに分けて計算すると、数が

大きくなってもこれまでと同じよう

に計算できるね。

・わり算と分数は同じ(等分する)と

いう意味でつながったね。

・分数はもとにする大きさが大切

だってことが分かったよ。もとにす

る大きさが同じなら、たし算やひき

算はできるのかな。

・同じ位の数が10こ集まると１つ上

の位にうつるのは、整数のときと同

じだね。

・もとにする数に注目して考えると、

計算の仕方も整数と小数では同じと

考えられるね。

・もっと小さい数も考えてみたいな。

・長さやかさと同じように、もとに

する大きさに注目して、重さもｇや

kg、tなどの単位を使って表せるよ

うになったね。

・ミリやキロは1000倍の関係で使

われているのは、他の単位でも同じ

関係になっているんだね。他にもき

まりがあるのかな。

・長さやかさも、１ｍや１Lをもと

の大きさにして、その何等分した大

きさの何個分と考えることで分数を

使って大きさを表せたね。

・等分した１つ分した数をもとにす

ると、これまでの整数や小数と同じ

ようにたし算やひき算ができるね。

・場面に注目して□を使って、お話

し通りに式に表すと、注目した場面

が分かりやすくなって便利だね。

・式は答えを求めるためだけのもの

ではないことが分かったよ。

・分からない数を□で表せば、いろ

いろな場面でも式が立てられそう。

・数のしくみに注目すると、かける

数が１けたから２けたになっても、

同じ考えで筆算ができるね。

・たし算やひき算、かけ算でも筆算

で計算できたから、わり算も筆算で

計算できるのかな。

・そろばんの数の表し方は、これま

でに位ごとに考えてきたことと同じ

だと分かったよ。

・小数や大きい整数でも位取りをし

て考えることができるから、もっと

大きいときも小さいときも同じよう

に考えられそうだね。

・辺の長さに注目して、長さが等し

い辺の数がいくつかを考えると、二

等辺三角形や正三角形を見つけるこ

とができたね。

・三角形をかくときも辺の長さと円

の半径の長さの関係を使うと簡単に

かけることに気付いたよ。

カリマネ要領へGO！ 評価規準へGO！


